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■当社を取り巻く情勢と取り組み
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響、各地で発生した自然災害の経
済に与える影響にも留意する必要があるものの、政府による各種経済政策の効果もあり、企業収益及び雇用・所得環境の改善が続くな
か、緩やかな回復基調で推移しました。
パーティション市場におきましては、主力となる首都圏オフィス市場において相次ぐ大型ビルの竣工による市場の活性化とともに、
堅調な企業収益のもと、働き方改革に伴うオフィス環境の改善、合理化や省力化に向けた設備投資も背景に、増加傾向で推移しました。
このような状況のもと、当社は「企業は世の中の幸福に貢献するために存在すべきである」という信念に基づき、2018年４月２日に「コ
マニーSDGs宣言」を行いました。さらに、これを実現するための事業モデルとして「コマニーSDGs∞（メビウス）モデル」を制定し、
事業活動を通じて当社に関わる全てのステークホルダーの皆様が幸福になる経営の実現に向け、取り組んでおります。当社がこれまで
培った「技術」をキーとして、産学とのパートナーシップをもとにした研究開発を積極的に行い、市場の様々な社会課題解決に向けた
新たな付加価値を創出するとともに、国連グローバル・コンパクトへ参画することを通じてSDGs活動の具体的施策を推進し、先行投資
などを含む将来に向けた活動を積極的に展開しております。

■売上高について
当社は高耐震間仕切シンクロンをはじめとした付加価値商品の開発と販売を進めるとともに、ニーズを的確にとらえた提案を行うた

め、営業教育によるお客様接点の強化に力を入れ活動してまいりました。その結果、受注高につきましては６四半期連続で前年実績を
上回っており、売上高につきましては154億81百万円（前年同四半期比11.3％増）となりました。

■損益について
損益面につきましては、期初より計画していた先行投資に加え原材料価格高騰などの影響もありましたが、売上高の伸張に加え、物
件毎の収益管理を図るとともに、業務プロセスやモノづくりにおける合理化を進めた結果、売上総利益は58億12百万円（前年同四半期
比1.3％増）となりました。販売費及び一般管理費につきましては、BCP対策や長期的視点での先行投資、営業教育の強化などを図った
ことにより56億95百万円（前年同四半期比1.9％増）となりました。その結果、営業利益は１億16百万円（前年同四半期比21.3％減）
となりました。また、経常利益につきましては中国子会社において為替差損を計上したことなどにより、73百万円（前年同四半期比
41.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、政策保有株式の一部を売却したことなどにより、67百万円（前年同
四半期より80百万円の改善）となりました。

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、
厚くお礼申し上げます。ここに、当社の第59期第2
四半期（2018年４月１日から2018年９月30日まで）
の事業の状況につきまして、ご報告申し上げます。

代表取締役 社長執行役員
塚　本　幹　雄

■ 株主の皆様へ
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■中期経営計画 2019－2021

■今後の見通し
今後の見通しにつきましては、わが国経済は政府の各種政策の効果もあって、緩やかに回復していくことが期待されますが、世界
経済の不確実性が及ぼす影響、ならびに相次いでいる自然災害が経済に与える影響にも留意する必要があると予測されます。
パーティション市場におきましても、引き続き需要が予測される中、当社グループといたしましては、売上高の安定した確保のた
めに、営業スキル向上のための社員教育を継続し、需要が見込める東京を中心にお客様面談の量と質の向上を引き続き図りながら、
高耐震間仕切シンクロンやユニバーサルデザイン商品といった付加価値商品の訴求により、企業のBCP対策など、お客様の安心・安
全に貢献することで拡販を図ってまいります。
損益面につきましては、物件毎の収益管理の強化と、受注から納入までの業務の整流化を図ることでロスを徹底的に排除するとと
もに、業務のIT化推進などにより生産性を向上し、利益確保を最重点に置いて邁進する所存であります。

■中期経営計画
　中期経営計画につきましては、初年度となる今期2019年３月期に、売上高348億円、営業利益21億円、経常利益21億40百万円、
親会社株主に帰属する当期純利益13億40百万円を計画しております。
　上期実績につきましては、売上高、営業利益においてほぼ計画通りとなりましたので、期初に掲げた中期経営目標達成のための基
本戦略に基づく施策を各部門がさらに推進し、通期目標達成に向けて取り組んでまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

売上高

2019年
３月期

計画 予想 計画 計画
2020年
３月期

2021年
３月期

（百万円）

5,000

0

40,000

35,000

25,000

15,000

30,000

20,000

10,000

34,80034,800 36,000
38,000

営業利益と売上高営業利益率

2019年
３月期

計画 予想 計画 計画
2020年
３月期

2021年
３月期

（百万円） （%）

500

0

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

2,1002,100

6.0
7.1

9.0

2,560

3,420

0

2

4

6

8

10

12

14

16
売上高営業利益率

経常利益

2019年
３月期

計画 予想 計画 計画
2020年
３月期

2021年
３月期

（百万円）

0

500

4,000

3,500

3,000

2,500

1,500

2,000

1,000

2,1402,140

2,600

3,460

親会社株主に帰属する当期純利益

2019年
３月期

計画 予想 計画 計画
2020年
３月期

2021年
３月期

（百万円）

0

500

1,000

1,500

2,500

2,000

1,3401,340

1,630

2,170

2

010_0203901603012.indd   2 2018/11/20   11:19:33



世界全体が実現を目指している持続可能な開発目標（以下、SDGs）のアジェンダ（前文）に記されている「大きな
自由における普遍的な平和の強化を追求する」ことは、私たちコマニーが目指す「経営の理念」を実現することとつ
ながっています。私たちは、事業活動を通じて経営の理念の実現を目指し、それと同時にSDGsの掲げる17のゴール
と169のターゲットの実現に向けて、これまで以上に広い視野をもち活動を進めていきます。

●当社のサステナビリティに関する様々な取り組みについて情報を発信しております。
　https://www.comany.co.jp/csr/

■ SDGs を実現する「コマニーSDGs∞（メビウス）モデル」

コマニーは、パーティションのリーディングカンパニーとして、(1)SDGsが提起する社会課題解決のために、IoT・AIやユニバー
サルデザイン、耐震関連などの研究と商品開発を当事者と連携して実現することで社会的インパクトを創出するとともに、(2)全
てのステークホルダーの幸福度向上を経営課題と位置づけ、施策を具体的に落とし込み、実施することで「誰一人取り残さない」
経営を実現します。そしてこれらをSDGsが掲げるGoal9の「技術革新」を起点とすることで、(1)と(2)を持続的に循環・向上さ
せる「コマニーSDGs∞（メビウス）モデル」を制定し、これを機能させることで企業価値を向上させ、雇用促進など地方創生に
も寄与していきます。

Seeking to strengthen universal peace in larger freedom　　　　

快
適
さ
で
応
え
る

技
術
で
考
え
、

全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に、人類、社会の進歩発展に貢献する

プロダクト・サービスガバナンス

SDGs ∞ Model

オフィス
より良く働く

工場
より良く働く

病院・福祉
より良く生きる

公共
より良く生きる

学校
より良く学ぶ

あ、ココにもコマニー

- 大 き な 自 由 に お け る 普 遍 的 な 平 和 の 強 化 を 追 求 -

株主・投資家様

地域社会 地球環境

お取引先様

従業員

■ サステナビリティの取り組み
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■昨年発売の『Synchron』
　実績好調
2017年３月９日に金沢工業大学様と共同研究
発 表 し、 同 日 発 売 し た 高 耐 震 間 仕 切
『Synchron』は、2018年３月期に受注実績７
億円を超え、これまでの新商品の中でも群を
抜いた初年度実績となっております。
また、2019年３月期上期を終えた実績は５億
円を超え、自然災害が多い昨今における市場
の意識の高さが伺えます。
2018年４月には標準で『Synchron』を導入
したSUP（エスユーピー）を発売し、商品ライ
ンナップの拡充を図っております。
引き続き、各商品に設定できるように開発を
続けることで『Synchron』を普及し、公共空
間すべてが高耐震空間となり、安心・安全な
環境で人々が活動できるよう取り組みます。

■新商品『KOUSHI』発売

2018年９月３日に “ゆるく仕切る” ことで生ま
れる新しいコミュニケーションの形を促す
『KOUSHI』を発売しました。空間を面で仕切る
のではなく、結界のように雰囲気や領域が変わ
ったことの感覚を作ることで、新しいアイデア
を創造できる場を構築します。
本商品は首都圏を中心に、オフィスのオープン
化・シームレス化が進み、カジュアルな雰囲気
のオフィス（LWP～LivingWorkPlace～リビン
グ感覚の快適なオフィス）が求められる中、そ
の空間を実現するために生まれました。
働く人の多様性が進む中、コミュニケーション
の形も変わり、その変化を生み出す空間を弊社
の『KOUSHI』にて実現しております。

■ トピックス（商品紹介）
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売上高

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

営業利益

１株当たり
四半期（当期）純利益

経常利益

配当

154億81百万円
（前年同四半期比　11.3％増）

67百万円
（前年同四半期比　80百万円増）

1億16百万円
（前年同四半期比　21.3％減）

7円61銭
（前年同四半期比　9円8銭増）

73百万円
（前年同四半期比　41.1％減）

1株につき25円
（前年同四半期　2円増）

■ 連結業績ハイライト［2019年3月期　第2四半期連結累計期間　(2018年4月1日～2018年9月30日)]
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事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

基 準 日 定時株主総会・期末配当　	毎年3月31日
中間配当　　　　　　　　	毎年9月30日

上 場 取 引 所 株式会社東京証券取引所
株式会社名古屋証券取引所

公 告 方 法 電子公告
但し、事故その他やむを得ない事由によ
って電子公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。

公告掲載ＵＲＬ https://www.comany.co.jp/

証券コード番号 7945

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 	0120-782-031

（	イ ン タ ー ネ ッ ト	
ホームページＵＲＬ）

https://www.smtb.jp/personal/
agency/index.html

配当金のお支払い
に つ い て

配当金は、当社定款の定めにより、支払
開始の日から満3年を経過するとお支払い
ができなくなりますのでご注意ください。

　発行可能株式総数 36,000,000株
　発行済株式総数 9,924,075株
　単元株式数 100株
　株主数 2,843名

●大株主／上位10名（2018年9月30日現在）

株主メモ●株式の状況（2018年9月30日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社コマツコーサン 923,300 10.10

コ マ ニ ー 共 栄 会 716,720 7.84

コマニー従業員持株会 651,186 7.12

株 式 会 社 北 陸 銀 行 444,002 4.85

𠮷 田 敏 夫 265,500 2.90

株 式 会 社 北 國 銀 行 260,000 2.84
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 
信託銀行株式会社(信託口) 245,200 2.68

日本トラスティ・サービス 
信託銀行株式会社(信託口) 237,704 2.60

木 村 直 子 223,296 2.44

塚 本 幹 雄 214,400 2.34
（注）持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

■ 個人・その他　
　 5,622,410株
　 56.66%

その他国内法人 ■
　2,155,711株
　21.72%

外国人 ■
　22,500株
　0.23%

証券会社 ■
　55,948株
　0.56%

自己株式 ■
　787,200株
　7.93%

■ 金融機関
　 1,280,306株
　 12.90%

■ 株式情報
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●会社概要（2018年9月30日現在）
社　名 コマニー株式会社

（英訳名　COMANY	INC.）
本　店 石川県小松市工業団地一丁目93番地
設　立 1961年8月18日

●役員（2018年9月30日現在）
取締役および監査役
代 表 取 締 役
社長執行役員 塚本　幹雄
代 表 取 締 役
副社長執行役員 塚本　清人
取 締 役
専務執行役員 堀口　勝弘
取 締 役
専務執行役員 塚本　健太
取 締 役
常務執行役員 元田　雅博
取 締 役
常務執行役員 松永　達雄
社 外 取 締 役 中川　俊一
社 外 取 締 役 菊地　義信
社 外 取 締 役 篠﨑　幸造

執行役員

常務執行役員 滝ヶ浦信一
常務執行役員 木村　繁美
常務執行役員 塚本　直之
執 行 役 員 髙山　　勝
執 行 役 員 浅日　俊行
執 行 役 員 道源　　浩
執 行 役 員 本田　　正
執 行 役 員 山本　克己
執 行 役 員 芋塚　　務

資本金 7,121百万円
従業員数 （連結）1,492名　（個別）1,081名
主な事業内容 パーティション（間仕切り）の開発、設計、

製造、販売および施工ならびにパーティ
ション関連の内装工事、建具工事

常 勤 監 査 役 川口　幸一
常 勤 監 査 役 北村　秀晃
社 外 監 査 役 木村　禎一
社 外 監 査 役 松垣　哲夫

執 行 役 員 坂本　豊伸
執 行 役 員 中島　　力
執 行 役 員 談議所靖雄
執 行 役 員 松下　和明
執 行 役 員 花木　茂晴
執 行 役 員 東木　太志

■ 会社概要
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●ウェブサイトのご案内
当社はウェブサイトに
おいて、製品情報、決
算情報や、各種IR資料
を掲載しております。
https://www.comany.co.jp/

●�コマニーグループのSDGsに関
するウェブページのご案内

SDGs、CSRに関す
る取り組みについ
て情報を発信して
おります。
https://www.comany.co.jp/sdgs/

●Facebookページのご案内
　　　Facebookでも当社の情

報を掲載しております。
https://www.facebook.com/
comany.co.jp/
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